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リトミック

芙二 今 日はこのような課題 を頂戴致しまして,

大変嬉 しく思っております。 リトミックについて

はこれからお話 しするのですが, その前 に, この

3つ のこと(リ トミック ・オイリュ トミー ・モダ

ンダンス)に ついて神澤先生に少しお話をして頂

きたいと思います。

神澤 今朝のシュミットさんの話では, ピナ ・バ

ウシュへ流れていったのは, クル ト・ヨースとい

う通路を通ってであるということでした。それか

ら, ドイツの人問にとってはナチという触れた く

ない ものがあったために, リアクションが非常に

強 くてピナ ・バウシュ自身も意識的にニューヨー

クで勉強 している訳だし, 意識的に断ち切 られて

行った部分がどうもある。にもかかわらず, ピナ

がニューヨークへ上陸 した時は, ドイツ表現主義

のチャンピオンでヴィグマ ンの跡継 ぎだ, という

形で紹介された。おそらくは表現主義 という非常

に広い思想的な潮流があって, そのなかにヴィグ

マンを置 く。ヴィグマン達の仕事を芸術だけでは

ない広い文化潮流に置いてみる。今度は西 ドイッ

が経済的に自信を持ち始めます。 アメリカがヒエ

ラルキーを失い始めてヨーロッパがだんだん自信

を持 ち始めた時に, ドイツが自分の誇るべき芸術

を振 り返ってみたら表現主義だった。 しかもナチ

の悪口を言ってるにしては非常に濃厚にゲルマン

主義が出ていますから, 今度はピナがチャンピオ

ンになって行 く。おそらくテクニックとしてもコ

ンセプ トとしてもメソッドとしても私はヴィグマ

ンとピナの問には余 りつなが りが無いと思います。

そうでありながら, ドイツ的な思想の流れの中で

は一緒になるのでしょう。

 日本に参 ります と, 芙二先生も旗野 さんも私 も

第2世 代ですから, ドイツに行って直接学んだ訳

ではない。今 日ここにおいでの方で, その時代 を

直接ご覧になった方は片手位 もいらっしゃらない

で しょう。2代 目の特徴 といいます と, 先代がコ

ピーのような形で忠実にいれてくれる。それを今

度は習いまして, 僕 らは本場を知らない訳ですか

ら, 忠実にそれを学んだような顔を致 しまして自

分をヨーロッパと比べ なが ら位置を測る, という

ようなところも多少ございますで しょう。ですか

ら逆にもっと忠実になってい く。自分の工夫はも

ちうんしたにしても。ですから日本のほうがむし

ろドイツ流の舞踊というと, 戦前は江口御夫妻, 

戦後は邦正美が帰 って参 りました。そういうかた

たちで ドイッ舞踊, それぞれの先生達がむこうに

行った時期が違います。例えば執行正俊先生は ド

レスデンの時のカンパニーのメンバーであります

けれども, 学校の事は余 りご存知ではないように

思われます。習った期間が短いんだと思います。

江口先生が習われた時期, 邦先生が習われた時期

皆違います。 ですから持っているものはちょっと

ずつ違 うのですけれども, 一所懸命それを繋 ぎ, 

表現 してきた。

 先程の話で, ヒューロックが群舞を嘲笑ったと

言いますけれども, それは戦前で, アメリカがま

だ成長 していない時期の話です。 ロン ドンのボ
ニー ・バ ー ドに聞きます と, グラハムは初めて

ヴィグマンに会うとき震えていた, と言うのです

ね。それ程緊張 してドイツから来たものを迎えた, 

という。それは決 してグラハムの恥ではないと思

います。そういうエピソードを聞きました。

 ドイツを先生としてアメリカもやってきたけれ

ども, 群舞の部分をやはり落としているのですね。

ですから私が見る範囲で, 日本の中で勝手な事を

申しますと, 例えばカニングハムの群舞は非常に

みっともない。あれではコール ・ド・バレエと同

じです。群舞の部分を落としてしまった, という

ように思います。

 今日は群舞の名人にリトミックをやらせるので

残念でございますけれども, 今朝, なぜ日本でこ

んなにオイリュ トミーが, という話をシュミット

さんがしていましたけれども, 遠慮する事はない

のです。 日本では今, 密教ブームですね。 オカル

トブームとも言えますが。そういうものとジャー

ナリスティックにくっつけるのはまずいのですが, 

どこか深いところで思想的な潮流に繋が りがある, 

そういうことで受け入れていった。やはり思想が

あったか ら芸術部分で も, 舞踊の部分でもそれが

生 きてきて日本の舞踊へ入ってきたのだろうと思

います。ですから戦後, ごく最近に日本に大々的

に入って きたのですけれども, 午後はひっくるめ

て ドイツから流れてきたものを紹介する, という

形になるかと思います。 ア トランダムに, それぞ

れ独立 した形でお話になるかと思います。 それで

はお願い します。
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芙二 あ りがとうございました。ダルクローズと

いう名前は皆様既にご存知かと思いますので, 名

前とお仕事 については簡単に説明致 します。 リト

ミックの創始者, ジャック ・エ ミール ・ダルク

ローズは1865年 ウィーンに生誕 し, ジュネーブの

音楽院の教授 になられたのが1892年 頃ですが, 音

楽を学んでいる学生たちをみて 「どうして心で音

を聞いた り, 体で感 じるように, 体で感 じた音の

表現を学生はしないのか。技術は上手だけれども

表現 しているものは, 心に響いて くる音楽ではな
い。」 ということを, 大変悩 まれました。 こうし

てダルクローズが リトミックを創始 した頃の話で

すが, 「噂が伝わると, それを見に行 く人達が初

めは野次馬のようだったが, 訓練 をみているうち

に巡礼者になって帰っていったとのことです。」

また, ロシアの王子で後に芸術監督などなさった

方は, 長らくそこにとどまって, リトミックを研

究され, ロシアにそれを流入 しました。後にロシ

ア ・バレエがあれほど隆盛になる力にそれがあっ

たわけです。人の心を震わせる力をもつ リトミッ

クを, ダルクローズは, 初め 「ユー リズ ミック

ス」(美 しいリズムの流れ)と 名づけました。 リ

ズムはもともとギリシャでは 「流れる」という意

味があったそ うです。 流れる音楽の時間, 力の
ニュアンスをまつ体でさとり, それをどうやって

身につけるかというシステムを創ったわけですが, 

当時の時代背景の中で, 新 しいシステム, リト

ミックを生んだダルクローズの力は素晴らしいも

のだったと思います。

 ところで, 日本にリトミックを流入 した, 小林

宗作先生は明治26年 生まれの方で, 成渓学園小学

校で音楽を教えていた頃, 才能豊かな子供が回り

にいればいるほど, 自分の教授法の稚拙 さを感 じ, 

才能を伸ばすにはどうしたら良いか という大 きな

悩みに突き当たりました。そこで, ヨーロッパに

心を向け, ダルクローズの名前も知らぬままに, 

1923年最初の留学をしました。ヨーロッパへ渡っ

た小林宗作先生は, そこで新渡戸稲造博士に出会

い, 悩みを話しましたところ, 博士は 「あなたの

悩み を解 決で きるのは, ダルクローズ だ と思

う。」 と教えて下 さいました。出会いというもの

は不思議で, 自分が出会いたいと思っているとこ

ろに導かれるようで, その時 ダルクローズはジュ

ネーブではなく, パ リにおいでの時でしたから, 

小林先生はパ リでダルクローズに付いて1年 以上

勉強されました。翌々年1925年 帰国される頃, 小

原国芳先生はそれをいち早 く知って, 成城学園に

幼稚園を創るためにと, 人を使って船か ら降りら

れる小林先生を迎え, 協力を依頼 したそ うです。

こうしてリトミックが教育界に流れ込みました。

また, ダンス界には, 石井漠舞踊研究所が小林先

生をリトミックの講師として招かれ, そこからは

じまりました。

 私がリトミックを学ぶ動機をお話 します と, 小

学校時代 に私は渡辺浦人という作曲家に音楽を学

び中学一年生から, ダンスを学びました。渡辺先

生の代表作, 交響曲 「野人」をある方が振 り付け, 

それを私が目白にあった近藤男爵のサロンで踊っ

た時, 渡辺浦人先生 を始め, 詩人の柳原白蓮, 長

谷川路可画伯, 社会福祉事業家の高島巌といった

文化人が沢山観て下 さったのですが, この高島巌

先生が, 「あなたが本当の舞踊家になりたいなら, 

とて も良い先生を紹介する」 とおっしゃって, 小

林先生を紹介 して下さいました。小林先生は当時, 

子供の教育をするためには母親の次に接触する人

は幼稚園の先生であるから, 保育する人にリ ト

ミックを修得 した人を育てなければならないと思

われ, 丁度, 話のあった東京市厚生事業局付属厚

生保母養成所の主事 として, 学校を創られたばか

りの時で, 私は第2回 生 としてそこに入学 し, 毎

日毎 日リ トミックを学 び, 小林先生の ピアノに

のって無心になって舞い舞 う境地をさとらせて頂

きました。ダンスの恩師は, 石井漠先生, 江口隆

哉先生ですが, のちに舞踊作品を創る時代になっ

た時, 私のベースにあるものは, 小林先生が リト

ミックを中心にまとめ られた 「総合 リズム教育」

で学んだもので, 動きの中の力 と時間と空間と流

れの感覚が土台となりました。後年 「群舞の芙二

三枝子」 と言って頂 くほどに群舞作品を沢山創 り

ました。本当にアンサンブルを創るのが好きで好

きで, というよ りも, 「これで もか」「いや違 う

な」 と思いながら, 次々に作品を創っていきまし

た。 それで, 「群舞の芙二」 と言われ るように

なったのだと思います。

 さて, 小林先生のもとで勉強し, 世の中に出て

大活躍 している黒柳徹子さんが 「窓際の トット

ちゃん」を書いたことで, トモエ学園と園長の小

林宗作先生の名前がポピュラーになり, 自由な発

想を生み出す能力を育んでいた教育者のいたこと

が世にしれましたが, 私 もその小林先生に育てて

頂きました。今日, これから行うリトミックの実

演は, 厚生保母養成所第7回 卒業生で, 後に小林

先生の助手として長 くリトミックの指導に当たっ

てきた, 斎藤道子先生に指導と実技を展開して頂

きます。 ここの広 さのこともあるので, ダンサー

は平山葉子 さんを含む4人 の方に演 じて頂きます。

斉藤 子供達の自然な動 きがそのまま基本のリズ

ムになりますので, その辺 りが子供達が歓喜する

ところだろうと思います。生 きているという事は, 

体の中のリズム, 呼吸 もそうですし, 鼓動もそう
です し, そういうものと, 外から受ける音楽的リ

ズム, 音だとかリズムだとか という刺激が, こう

した時にやはり歓喜になるのだなあととても思い

ます。歩いた り走った り跳んだりという, その辺
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りが音楽的に整理 されて, 音楽リズムとしてダル

クローズは非常に系統的に組み立てを致 しました。

その辺 りの音や リズムに即座に反応するという辺

りからスター トしたいと思います。

(ピアノ伴奏 による実技)

オイリュ トミ-

神澤 日本の文部省には音楽 リズムという科目が

有って, まだ動 きのリズムという科目が無いので

すが, 今のを見ているとリズムって動 きなのだな, 

という事が良 く分かります。私 も実は40年 も前に, 

もっと初歩的なリ トミックを確かに習ったのです。

ジュネーヴに小さい子達 を教えているダルクロー

ズの学校がまだ有 りますね。当時の写真を見せて

もらうと, 確かにダンスイベントをやっているの

です。ただダンスの基本の練習法 としては音の記

号系を動きの記号系に置 き換えるという事は舞踊

にとって本質的でない, という事で舞踊の方の練

習法としてはマイナーとなってしまいましたけれ

ども, なおその研究が続いてお ります。

 そして今のを拝見 してお りますと, 心の開発と
いう事が出てきている訳で, これは日本ではむ し

ろ今の日本の演劇の練習, 勉強をする稽古場では, 

野口三千三さんの野口体操 とリ トミック, どちら

がなお広いか, まだ伯仲で しょうかね。そういう

形でもまだ生命を保っている, というように思い

ます。 それでは2つ め, 上松先生, よろ しくお願

い致 します。

上松 私たちのオイリュトミーは, 見える音楽, 

見える言葉 と言われてお りまして, 見える言葉の

基礎 となる母音 と子音, そして音の形 というのが

あります。 これは舞踊の基本には反するという事

かもしれません。でも私はこれはやはり動 きの芸

術だと思ってお ります。それを是非体験 して頂 き

たいと思います。見える音, 色々な音楽のなかの

約束が有 ります。それを見える形にして行 く試み

なのです。私たちの喉は肉体の中に入っていて見

えませんね。それが, この肉体全部が喉になる, 

そういう試みです。 そして喉でできる事, 言葉を

話す事, 歌う事, それを見える形にしていきます。

人間は音楽である, という基本的な信念 というか, 

そういうもの を基盤に して私たちはオイリュ ト

ミーの練習をしてお ります。例えば作曲家がいま

すと, その人からはどういう音楽が流れているか

はすぐ感 じ取れると思います し, 私達, 作曲とい

うところまで関わっていない人間でも, どういう

感 じの音楽か, というのは皆さん, その人から出

てきているとは思いませんでしょうか。

 それでは早速ですけれども, 母音の形, 子音の

形をまずお見せ致 します。それから音の形, 音程, 

まだ沢山あるのですけれども, わずかの法則 をこ

 こでご覧にいれます。そして最後に, 実際に日本

 のイロハの歌 をオイリュ トミーでお見せ致 します。

 それから眠り込む子供 を一曲, 非常に静かなもの

 なのですけれども, それを実践 してみます。 では

 早速入ります。 まず, 最初に母音, 次に子音を朗

読者の近藤 さんに言って頂 きます。

 (朗読に合わせて実技)

 次に今度は, 音の形の基礎 というのをご覧にい

 れます。 まずはハ長調の音の形, 音の形そのもの

 をお見せ致 します。そ してへ長調, ト長調に行 き

 ます。へ長調の場合には, シの音でフラットが付

 いています。 それは光が内側に向か う。そして ト

長調の場合には, シャープがファの音に付いてい

 ます。 それは光が外側に向かって輝 く。ソの部分

が一つずつ入っている調を選ばせて頂 きました。

 その後でイ短調, それからホ短調, その二つをや

 らせて頂 きます。

 (ピアノ伴奏による実技)

これをもちまして, ほんの少 しオイリュトミー

 の可能性というものを垣間見て頂けたかと思いま

す。一番若い芸術 になるかならないかという瀬戸

際だと思われますので, 皆様の御愛情を期待致し

 ます。今日はあ りがとうございました。

 モダンダンス

神澤 三つめのモダン ・ダンスに入 ります。江口

先生が帰ってらしたときは ドイツ語でノイエ ・タ

 ンツと呼んでいました。わたくしが先ほど冗談の

 ようにいいましたが, ベルリンからたぶんB29で
ニューヨークヘモダン ・ダンスがいっちゃったと

 きに大西洋で落 としてきたものがある。それが

 さっきのヒューロックの話で, 空間形成 というこ

 とです。 アメリカはソーシャルな考え方が強い国

民ですから, 空間という概念が ヨーロッパとは違

 う。たとえば, カニングハムは抽象的な舞踊だと
いいながら, 彼の踊っている舞台はヨーロッパで

4出 来た抽象とは違います。 アメリカの風土の中で

検討をやったようです。 われわれが今やっている
のは, それより前の, 絵画でタブローが生まれた

ころの普遍という形の抽象空間をとらえていると

思います。 カニングハムは, それとは違う意味の

普遍言語, すなわち抽象言語をつ くったと思いま

す。その辺が ドイツ直系で日本に入ってきたもの

 と違いがある。わた くしは, ニューヨークでや り

ます ときに 「君たちが大西洋で落 とした ものを

拾って来て日本で育てたら, こんなものが出来た

けど, きっと新 しいと思 うよ」 といいました。で

は, 旗野先生お願いいたします。

旗野 1920年代, 石井漠 をはじめとする日本の近

代舞踊家達は, バウハ ウスを核 とす る表現主義が

渦巻 くヨーロッパへ競って留学 し, イサ ドラ ・ダ
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ンカン等が提唱する近代舞踊の影響 を受け, また

ダルクローズのリ トミック ・メソッドを日本へ も

ち帰って, 各自の舞踊開発に取 り組みはじめまし

た。

1933年 に ドイツから帰国した江口隆哉 と宮操子

は, ラヴァンとヴィグマ ンによるモダンダンス ・

メソッドをモダンダンスの根幹として 「正統派モ

ダンダンス」を定着させました。その内容は 「舞

踊は人間の身体運動 を通 して魂を表現する芸術で

ある」 というラヴァンとヴィグマンの主張を 「正

統の舞踊観」 と認識 し, この理念 を核 とする方法

論を研究 し発展させ ようとするものでした。

 続いて1930年 代後半になると, 執行正俊, 津田

信敏, 邦正美がヴィグマン舞踊学校へ留学のため

に旅立ち, やがて江口隆哉, 宮操子をはじめとす

る彼等の世代が日本現代舞踊家によるモダンダン

スの本格的な芽生えとなりました。

 江口夫妻, 執行正俊, 津田信敏, 邦正美は留学

した時間の差があ りますのでもっているものが少

しずつ違っていますが私達第2世 代はそれらを一

生懸命つないで来たような気が します。

 邦正美は1946年 帰国, 舞踊美学 と方法論が高い

完成度 をもって整理 されたヴィグマ ン後期のメ

ソッドを主軸に, 独 自の舞踊体系を提示 し日本の

現代舞踊界に明確な指標を与えました。以下, そ

れらの方法論について口述, 実演を持って紹介 し

たいと思います。

 舞踊の基本科 目は, 1.舞 踊身体育成法 2・空

間形成法 3.即興 4.リ ズム研究 5.舞 踊形式論

 6.動 きのスケ ッチに分別 されていますが今回は

1.舞踊身体育成法 と5.舞踊形式論の一部について

説明致 します。

 舞踊身体育成法について

 舞踊表現の媒体は身体であり, 身体運動であり

ます。 そ して舞踊家は作者であ り表現者(ダ ン

サー)で もあります。従って舞踊家にとっての修

行は作者 としての技術習得と表現者としての身体

を共に育てなければな りません。舞踊的運動は無

限に考えられますので, 限られた舞踊テクニ ック

を習得する事ではなく表現 を可能にするために舞

踊身体を育成する事が 目的とされます。つまり舞

踊身体は完全に自然運動が出来る自由な身体 を育

成する事が身体育成法の目的であります。

 舞踊身体育成法は多 くの体育家 と舞踊家の研究

の結果考案されました。その体系づけにはラヴァ

ンやヴィグマンが着手 しロッテ ・ヴェルニッケに

よって体系づけられました。

 舞踊身体育成法は第一課程が11項 目, 第二課程

が9項 目よりなっています。更に第三課程はゲー

ゲンシュパンヌングの法則等のより高い運動法則

をとりあつかったものだとされています。各課程, 

約2時 間はかかります。

 第一課程, 第二課程, 第三課程 にお りこまれて
いる舞踊運動の種類は, 

 (1)垂直体による運動 (2)波 動運動 (3)緊 張と解

緊, が段階に応 じて分析, 整理 されています。

(実演)

第一課程 第1項 目 (1)垂直体 (2)垂直体移動

(3)歩行の基本

第3項 目 (1)腕の波動運動 と移動

第4項 目 (1)身体全体を使っての波動

第5項 目 (1)空間の方向性に対する緊

張と解緊

第二課程 第1項 目 (1)身体 による円運動

 第5項 目 (1)足首からつむ じまでの波

 動 と移動

 第6項 目 (1)空 間の方向性 に対しての

 緊張 と解緊

 舞踊の形式について

 全ての芸術は各々の表現分野で独 自に確立され

た構造 論理と表現形式をもっています。舞踊芸術

も舞踊独 自の表現形式がなければなりません。舞

踊の基本形式は, 舞踊独 自の美的法則の上にたっ

て舞踊美を構成するための根本条件を考えること

から生 まれます。

 舞踊が内包する空間と時間の両者を研究するこ

とにより運動美の存在を確かめ, 舞踊構成のため

の法則や技術を習得する事を通 して新 しい形式や

テーマの発見 という目的が達成 されると思われま

す。

舞踊の構成要素である空間と時間について形式

を考えますが, 舞踊運動においては時間と空間が

それぞれに独立 して機能するのではなく実際は両

者が常に合体 して機能するのであ ります。 しかし, 

それらの背後に存在する理論 を理解 し技術の発見

と習得 を扶けるために各構成と形式が分析されて

います。

1 空間的条件 としての課題

 1 パラレル

 2 シメ トリー

 a同 時性シメ トリー

 b異 時性シメ トリー

 c同 時性, 異時性シメ トリーの複合

 dア ・シメトリー

 3 コントラス ト

II 時間的条件 としての課題

1 ロンド形式

2 カノン形式

3 4単 位形式

4 6単 位形式

〈実演 と説明〉

 同時性シメ トリーについて

 シメ トリーの効果は空間を分割することによっ
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て生 じます。今回はもっとも基本的なシメ トリー

として舞台空間を中央線上で2分 し, 左右の空間

で対照的な動 きを実演 しました。良いシメ トリー

の条件 とは, 舞台の中央線に対 してシメ トリーを

強 く印象づけることにあ り, 従ってより強い効果

を得るためには, 左右空間における動きのアクセ

ントを偏在させる必要がある事を説明 しました。

 コン トラス トについて

 く実演と説明〉

 コン トラス ト形式はパラレルやシメ トリーと同

様に造形の基本的な美 を生み出す形式です。 コン

トラス トは以下の2種 類があ ります。

 1)空 間コン トラス ト: 同一空間内で質 ・量共

に全 く相反す る要素が, 同時に運動することに

よって形成される形式

 2)時 間コン トラス ト: 時間の経過 を通して, 

現象または動きを継起的に比較することによって

形成される形式。

 II時 間的条件としての課題
 〈実演 と説明〉

 舞踊は空間芸術であると同時に, 舞台表現の素

材となる舞踊運動は時間性を伴っています。 この

時間は他の時問芸術, 例えば音楽のもつ時問とは

異質の時間であ り空間の上にたつ舞踊独特の時間

であ ります。 また舞踊構成は空間に展開されるモ

ティーフを表現する運動によって成立することか

ら, 舞台上で展開する動 きと時間, 更に進行方法

によって生 じる所要時間は空間と共に舞踊構成の

主要素 となります。

 今回は, ロンド形式をとりあげ説明, 実演致 し

ます。

 ロンド形式は一つの運動パターンAを メイン ・
モティーフ, B, C, D以 上の各パターンをサブ
・モティーフとしてAの 間に挿入 しながら次々と

展開させて行 く形式です。

A, B, A, C, A, D… …。

最後に即興によるロンド形式を使 って 「花」

をテーマに踊 り, 講演 と実演を終わ りました。

神澤 補足 します と, 一次運動 と二次運動 とあ り

ます。 自分の体のまわりに空間があります。 ラバ

ンのいう重心を移動 しない運動, これを一次運動

というのだと思います。 移動すると空間が広がる

ので, これを空間運動 という。動 きには方向とい

うものが必ずあります。 自分の空間を選び取って

ゆく動きのなかで, 運動がその中に含んでいる方

向というものがとても重要です。 また, 向かって

ゆく方向をプラスとすると, うしろの方はマイナ

スになります。つねに, そのような空間を理解す

ることが重要になります。

 また, 即興という言葉を使うときには, アメリ

カが1970年 代 にモダン ・ダンスのゆきづまりを打

開するためにおこなった即興, コンタク ト・イン

プロヴィゼーション, 接触 ・即興 と訳されていま

すが, これとは違います。

*こ の原稿は記録のビデオテープをもとにして, 

このたび新たに作成 したものです。

リトミックは芙二, モダンダンスは旗野, その

他は事務局が担当 しました。

*1987年 度春季第23回 舞踊学会
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